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東海道一箱根旧街道
（神奈川県一静岡県）

こ
の
道
を
行
く

は

江
戸
時
代
の
初
期
、
徳
川
暮
府
は
さ
ら
に
斜
面
の
下
部
に
石
を
貼
っ
て

街
道
を
往
米
す
る
旅
人
の
目
印
と
し
山
留
め
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
上

て
、
街
道
の
一
里
（
約
四
k

m

)

ご

と

に

、

直

径

約

九

m
の
円
形
に
な
る
よ

に
「
一
里
塚
」
と
呼
ば
れ
る
土
を
盛
う
石
積
み
を
築
き
、
そ
の
内
部
に
礫

り

上

げ

た

塚

を

築

い

た

。

を

積

み

上

げ

、

表

面

に

土

を

盛

っ

て

、

箱
根
旧
街
道
石
畳
の
両
側
に
残
る
項
上
部
に
標
識
樹
を
植
え
た
構
造
で

畑
宿
の
一
里
塚
は
、
江
戸
日
本
橋
か
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
発
掘
調
査
に

ら
数
え
て
、
二
三
里
目
に
当
た
り
、
よ
り
判
明
し
た
。

神
奈
川
県
箱
根
町
の
中
で
は
、
湯
本
平
成
一

0
年
―
二
月
に
完
成
し
た

茶
屋
、
畑
宿
、
箱
根
の
三
か
所
に
あ
保
存
整
備
で
は
、
発
掘
調
査
で
判
明

っ
た
一
里
塚
の
中
で
、
唯
一
、
そ
の
し
た
一
里
塚
の
構
造
を
復
元
し
、
標

形
態
を
と
ど
め
る
も
の
で
あ
る
。
識
樹
と
し
て
、
文
献
調
査
の
成
果
に

山
の
斜
面
に
あ
る
畑
宿
の
一
里
塚
よ
り
、
塚
の
項
上
部
に
、
畑
宿
か
ら

も
み

は
、
斜
面
上
部
の
土
を
削
っ
て
下
部
見
て
右
側
の
塚
に
は
樅
の
木
を
、
左

側
に
な
ら
し
、
平
坦
な
面
を
つ
く
り
、
側
に
は
欅
の
木
を
植
え
た
。

（
神
奈
川
県
箱
根
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

文
化
財
保
護
係
長

← ~たーり~ 母

伊
藤

潤

）

保存整備の終わった一里塚



・限1い合わせ先
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1彗厖並木街道 こ
の
道
を
行
く

（
栃
木
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課
長

H
光
杉
並
木
街
道

日
光
は
勝
道
上
人
の
日
光
開
山
に
始
ま
り
、
江
戸

時
代
、
徳
川
幕
府
に
よ
り
栄
華
を
究
め
た
歴
史
と
文

化
の
香
り
高
い
地
で
、
「
日
光
杉
並
木
街
道
」
も
そ
の

歴
史
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。

こ
の
並
木
は
、
日
光
東
照
宮
へ
の
参
道
を
整
備
し

た
際
、
徳
川
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
松
平
正
綱
公
に
よ

り
日
光
街
道
、
例
幣
使
街
道
、
会
津
西
街
道
に
植
栽

さ
れ
た
も
の
で
、
我
が
国
で
唯
一
、
国
の
特
別
史
跡
・

特
別
天
然
記
念
物
の
二
重
指
定
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
並
木
の
総
延
長
は
三
七
km
に
も
及
び
、
世

界
で
一
番
長
い
並
木
道
と
し
て
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

植
栽
の
開
始
は
寛
永
二
年
(
-
六
二
五
年
）
で
、

当
時
、
植
え
ら
れ
た
杉
は
二
万
四

0
0
0
本
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
並
木
を
通
過
す
る
車
両
の
増
加
や
並

木
周
辺
の
開
発
に
よ
り
毎
年
多
く
の
杉
が
枯
れ
た
り

倒
れ
た
り
し
て
お
り
、
今
で
は
一
万
三

0
0
0本
程

度

と

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

‘

栃
木
県
で
は
、
国
、
日
光
市
、
今
市
市
、
日
光
東

照
宮
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
杉

並
木
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
春
か
ら
秋
に
か

け
て
、
多
く
の
人
が
散
策
を
楽
し
ん
で
い
る
。長島

重
夫
）

日光市野口～今市市瀬川間の並木は

「長並木」と呼ばれている

長身の杉ばかりで、景観に優れている

撮影場所：栃木県今市市瀬川地区



や

、高

,H歌山県教育委員会 TEL i]734-32~~4 1 1 l メb→四

,f丁

熊野参詣道
（三重厚ー和歌山隈）

」：：：；
ill」
台

の石
畳
か

尻
王
ば
入
る
と
[

し
~
＂
．
／
~
ー

≫
〇

広
[
d

て
和
泉
国
を
南
下
し
、

の
U
l
峠
を
越
え
た
。’ 

ヽJ・ 

子
な
ど
が
親
し
ま ケ
瀬
峠

山
並
み
の
向
こ
っ

田
辺

千
里
の
浜
に

中
辺

の
聖
城
に

こ
、
こ

t,h~1 

の
熊
野
坐
帥
杜
を
遥

月
の
川
岸
に
か
つ
て

誤
の

皆
様

藤
井
保
夫
）

j

ド

ト

し

U

-

Jf・ 

た

旧

杜

地

に

る

。

新

宮

の

ら

は

熊

野

灘

を

見

な

が

ら

高

野

坂

を

と

り

、

な

ど

を

経

ぅ
つ
そ
う

て
大
門
坂
に
至
る
っ
＇
攣
吋
斎
と
し
た
の
下
賢
路
を

登
札
ば
那
智
大
滝
か
／
9

、
，
ボ
ル
の
熊
野
那
智
大
社
に
詣
で

る
。
健
脚
向
き
に
は
、
那
智
原
始
林
磨
見
な
か
ら
山
道
を

登
り
熊
野
灘
を
見
下
ろ
す
舟
見
峠
を
越
え
、
本
宮
へ

参
詣
道
大
雲
取
越
之
分
小
雲
取
越
、
こ
を
お
’

現
在
f
熊
野
体
験
博
が
開
催
さ
れ
一
し
お
り
、

非
熊
野
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（

和

歌

山

県

教

育

委

員

会

文

化

財

課

主

幹

ア
の

し
よ
う
。

千

墨

f
 

〈紀

伊

国

境

「
蟻
の
熊
野
詣
」
で
知
ら
仇

現
の
加
護
を
願
い
熊
野
三
山

伍
大
社
｀
熊
野
那
智
大
吐
）

る。

か
九
た
参
詣
道

ま
つ祀
ら
九
、

へ
参
拝
す
る
平
安
時
代
に

↓

j

 

し

1

i
．
で
ヽ
~

着

は
、
熊
野
楕

（
熊
野
本
宮
入
社
。
熊
野
逮

、
1

ゞ

ゴ
，
刀

熊野参詣道。大門坂（那智勝浦町）
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道を

菊
池
川
の
流
域
は
肥
後
最
大
の
穀

倉
地
帯
で
、
有
明
海
に
注
ぐ
川
日
の

港
町
高
瀬
は
古
代
。
中
世
と
菊
池
氏

を
バ
ソ
タ
に
海
外
貿
易
で
繁
栄
し
た

鎮
国
後
、
肥
後
藩
は
全
国
一
の
四

0
万
俵
を
大
坂
に
積
み
出
し
｝
•
そ
の

半
分
は
高
瀬
か
ら
出
た
。

鹿
児
島
本
線
高
瀬
鉄
橋
の
す
ぐ
下

手
、
俗
称
俵
転
が
し
の
渡
頚
（
と
と
）

と
ど

が
面
影
を
留
め
る
。
四
〇
俵
積
み
の

平
田
舟
で
年
貢
米
を
積
み
下
し
、
渡

頭
の
石
段
を
担
ぎ
上
げ
、
藩
の
御
蔵

に
納
め
る
。
大
坂
の
相
場
を
見
て
は
、

急
い
で
石
畳
坂
道
を
転
か
し
て
積
行
。

御
蔵
・
御
荼
屋
は
西
南
の
役
で
焼

け
落
ち
た
か
、
町
並
み
の
半
分
は
焼

け
残
る
。
町
の
入
り
口
に
架
け
ら
れ

た
眼
鏡
橋
や
、
商
家
が
各
自
柴
い
た

裏
川
筋
の
高
石
垣
は
立
派
で
、
襄
川

は
菖
蒲
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

こ
土
名
市
立
歴
史
博
物
館

／

館

長

大
型
廻
船
が
接
岸
で
き
な
く
な
っ

た
か
、
歴
史
的
な
高
瀬
の
町
は
移
せ

な
い
。
1

―-
k
m
下
流
の
大
浜
町
を
外
港

と
し
た
。
大
浜
に
は
川
に
突
き
出
た

番
所
跡
か
残
り
、
外
島
宮
に
は
廻
船

模
型
が
奉
納
さ
れ
、
町
並
み
や
廻
船

群
を
揺
い
た
大
絵
馬
が
大
坂
の
長
門

屋
占
兵
衛
か
ら
寄
進
さ
札
て
い
る
。

途
中
の
川
筋
に
は
加
籐
清
正
が
普は

請
し
た
と
伝
え
る
数
十
の
石
垣
の
創

ね
が
突
き
出
て
河
流
を
調
整
し
、
堤

は
ぜ

た
櫨
並
木
の
占
木
は

、,
0
 

'
,
 

王
名
温
泉
に
近
い
エ
名
市
立
歴
史

博
物
館
は
河
川
交
通
と
し
て
「
歴
史

の
道
百
選
」
に
選
ば
九
た
こ
の
川
と

テ
ー
マ
に
展
示
し
て
い
る
。

田
邊
哲
夫
）

高瀬港の渡頭「俵転がし」
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街道

名
J

出
、
、
仙
凹

仙

台

藩

領

内

の

交

通

路

の

整

備

は

山

形

県

米

沢

か
ら
宮
城
県
岩
出
山
に
移
っ
た
天
正
一
九
年
＇
（
一
五
九
一
）
か

ら
始
ま
る
。

出
羽
仙
台
街
道
は
、
奥
州
街
道
古
岡
宿
（
宮
城
県
大
和
町
）

か
ら
分
か
れ
て
、
中
新
田
、
岩
出
山
、
嗚
子
、
境
田
（
山
形
県

最
上
町
）
を
経
て
羽
州
舟
形
（
舟
形
町
）
に
至
る
峠
越
え
の
道

で
あ
る
。
岩
出
山
を
起
点
と
し
f
や
か
て
仙
台
藩
の
中
心
と
な

る
宮
城
郡
国
分
訛
方
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
：
上
方
に
通
じ
る
道

路
と
し
て
整
備
さ
札
、
仙
台
へ
の
移
転
後
は
，
領
内
北
部
か
ら

出
羽
諸
藩
に
通
じ
る
主
要
な
街
道
と
し
て
重
祝
さ
れ
た
。

慶
長
九
年
（
一
六

0
四
）
に
は
幕
府
か
ら
奥
州
の
街
道
に
一

里
塚
の
築
造
を
命
じ
て
い
る
が
、
出
羽
街
道
に
も
い
く
つ
か
一

旦
塚
が
現
存
し
て
お
り
、
江
戸
日
本
橋
を
起
点
と
す
る
里
数
が

奥
州
街
道
と
述
結
し
て
数
え
ら
札
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

出
羽
街
道
は
、
仙
台
藩
士
の
公
用
路
で
あ
っ
た
か
、
大
名
の

参
勤
交
代
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
物
資
輸
送
も
鳴
瀬
川

水
系
あ
る
い
は
小
野
田
・
古
川
ニ
二
本
木
方
面
に
分
か
れ
た
た

め
、
領
内
の
地
方
道
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
え
よ
う

C
)

元
椋
一
一
年
（
一
六
八
九
）
．
奥
州
行
脚
に
出
立
し
た
松
尾
芭
蕉

は
、
平
泉
（
岩
手
県
平
泉
町
）
か
ら
引
き
返
し
、
出
羽
の
雄
花

沢
（
山
形
県
尾
花
沢
市
）
に
出
よ
う
と
し
て
こ
の
道
を
通
っ
た

と
「
奥
の
細
道
」
に
書
い
て
い
る
。

嗚
子
町
内
は
旧
道
が
よ
く
遺
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和

孔
三
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
環
境
整
備
が
行
わ
杜
た
の
ち
、

平

成

二

国

史

跡

に

指

定

さ

。

｀

覇

街道の難所小深沢から大深沢へと続く

砧易所 宮城県咽造郡嗚子町）
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か
ら
上
ノ
国
ま
で
一
ヒ
里
二

0

丁
、
日
本
海
沿
い
に
北
上
す
る
こ
の

は

f

始

め

多

く

の
、
ヽ

f
 

旅
人
か

幅山街道
（北海道） ＜

 

こ
の
道
を

五
福
山
城
下
』
と

歴
代
の
藩
主
付

ま
た
藩
の
重
大
事
の
た
び
ご
と
に

武
田
（
蛎
崎
）
信
広
の
眠
る
西
部
上
ノ

国
の
地
を
訪
れ
た
。
こ
れ
を
『
上
ノ
国

の
祖
廟
詣
』
魯
『
ト
ノ
国
詣
』
と
言
う
。

苛
た
、
松
前
藩
で
は
毎
年
正
月
、
重
臣

を
藩
主
名
代
と
し
て
上
ノ
固
三
社
（
昆

い
お
う
ざ
ん

沙
門
天
王
社
・
館
神
八
幡
宮
営
夷
工
山

神
杜
）
へ
参
詣
さ
せ
る
代
参
行
事
が
恒

例
で
あ
っ

そ
し
て
更
に

―
一
（
―
-
四
年
）
、

国
の
勝
山
館
か
ら
松
前
大
館
に
'
-

か
き

移
し
た
蛎
崎
氏
け
『
後
に
姓
を
5

し
慶
長
一
一
年
（
一
六

0
六
年
）
、

に
館
を
築
き
幅
山
館
（
城
）
と
し

そ
の
城
下
は
『
[
~

~ 

ち
改
修
さ

っ
た
。
り

そ
の
北
へ
と

r• 

I

o

 

キ
A
r
 

凡
＂
‘
つ

r,

た
道
で
も
あ
っ

の
南
村
境
も
よ
し
か
沢

ら
山
手
ヘ
卜
が
り
、
八
幡
牧
野
r

赤
坂
の
古
戦
場
、
足
洗
川
な
ど
の
伝
説

た
ど

の
地
を
辿
り
夷
王
山
夕
麓
、
勝
山
館
跡

い
た

を
経
て
上
、
／
国
市
街
へ
と
到
る
道
筋
は
、

そ
の
近
道
と
し
て
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ

て
い
る
。

近
年
の
史
跡
上
之
国
勝
山
館
跡
の
発

掘
調
査
に
よ
り
、
上
ノ
国
市
街
地
こ
夷

山
閏
の
は
戦
国
時
代
に
は
館
の
中

、
落
主
祖
廟
詣
に
先
霞

跡
の
残
る
こ
と
も
分
か

ら
代
参
道
闘
。
表
道
と

で
あ
る
。

ヽ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

が
こ
の
道
を
夷
王
山
々
項
ヘ

と
目
指
す
。

[
上
ノ
国
町
教
育
委
員
会

／
文
化
財
課
主
任
学
芸
員

道
の
月
r

松
崎
水
穂
）

木漏れ日を浴びなから

代参道路を行く

整伯された勝山館跡頂部館神八幡宮跡
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宮津街道一普甲峠越え
（京都府）

こ
の
道
を
行
く

近
世
初
頭
、
宮
津
藩
主
の
京
極
高

広
が
、
普
甲
山
の
東
の
鞍
部
を
通
っ

て
い
た
そ
れ
ま
で
の
道
に
か
わ
り
開

い
た
も
の
と
伝
え
、
府
道
な
ど
に
よ

り
数
個
所
で
分
断
さ
れ
な
が
ら
も
、

が
ん
と

宮
津
市
小
田
の
通
称
岩
戸
か
ら
大
江

町
佛
性
寺
の
鬼
茶
屋
付
近
ま
で
、
良

好
に
古
道
が
残
っ
て
い
る
。

地
元
で
は
京
街
道
と
呼
ば
れ
、
大

江
町
河
守
を
経
て
、
福
知
山
で
山
陰

道
と
合
し
、
京
に
至
る
。
宮
津
藩
主

が
参
勤
交
代
路
と
し
て
使
用
し
、
茶

屋
も
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
貝
原

益
軒
が
天
橋
立
に
遊
ん
だ
と
き
に
こ

の
峠
を
越
え
、
山
間
に
三
か
所
の
茶

屋
が
あ
り
、
京
極
高
広
が
旅
客
の
た

め
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
と
、
そ
の

道
中
記
に
記
し
て
い
る
。

道
の
随
所
に
は
今
も
石
畳
が
残
り
、

京
都
府
教
育
委
員
会

〖
文
化
財
保
護
課

る。 ヽ -!;9~•~• 

山

口

博

）

峠
付
近
の
道
際
に
は
、
土
塁
で
囲
ま

れ
た
平
坦
地
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
施
設
の
詳
し
い
性
格
は
不
明
で

あ
る
が
、
幕
末
期
に
普
甲
峠
な
ど
に

関
所
や
胸
壁
を
作
ら
せ
た
と
の
記
録

が
あ
り
、
或
い
は
、
そ
う
し
た
も
の

か
か

に
関
わ
る
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。

現
在
、
古
道
の
目
印
と
し
て
は
、

宮
津
市
小
田
の
通
称
岩
戸
の
府
道
際

に
宮
津
市
が
立
て
た
説
明
板
が
あ
り
、

少
し
旧
道
を
登
る
と
石
畳
が
残
っ
て

い
る
。
ま
た
、
大
江
町
佛
性
寺
の
鬼

茶
屋
付
近
の
古
道
は
、
石
畳
が
敷
き

直
さ
れ
て
い
る
が
、
案
内
板
な
ど
が

あ
り
、
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

宮津市小田の岩戸から峠に至る間に残る石畳道



創ljい合わせ先

長野県教育委員会文化財。生涯学習鰈 TEL026-235-7 440 

中山道一和田峠
（畏野県）

こ
忌
三
口
県
拉
言
委
員
臼
文
化
尉
＇

／

埋

蔵

文

化

財

係

指

溝

主

事

‘‘つ―-9/

江
戸
時
代
初
期
、
中
山
道
は
徳
川
幕
府
直
轄
の
街
道
と

し
て
整
備
さ
九
、
＇
東
海
道
と
と
も
に
、
江
戸
と
京
を
結
ぶ

幹
線
道
路
と
し
て
、
諸
大
名
の
参
勤
交
代
は
も
ち
ろ
ん
、

庶
民
の
往
来
に
利
用
さ
れ
た
。

江
戸
日
本
橋
か
ら
一
；
八
番
目
の
和
田
宿
を
出
立
し
、
糠

高
二
且
三
―

m
の
和
田
峠
を
越
え
、
九
十
几
折
の
急
坂
を

下
っ
て
下
諏
訪
宿
ま
で
の
五
里
一
八
町
広
約
ニ
ニ
k

m

)

は、

中
山
道
簡
一
の
長
丁
場
で
あ
り
、
で
あ
る
と
い
わ

こ。
キー

器

府

は

西

餅

屋

を

険

し

い

坂

路

の

体

息

所

に
定
め
、
さ
ら
に

4

八
二
八
年
（
文
政
―
-
)
、
汀
戸

ば
く
ろ
う
ち
ょ
う

馬
喰
町
の
豪
商
か
せ
や
与
兵
衛
の
寄
付
禽
を
元
手
に
間

え
い
た
い
じ
ん
ば

ロ
ニ

0
間
、
奥
行
五
閏
茅
鮮
き
寄
棟
造
り
の
永
代
入
鳥

施
行
所
（
按
待
）
を
設
置
し
た
‘
)

庶
民
は
中
央
の
広
い
上
間
、
身
分
の
あ
る
者
は
板
戸
に

い
や

囲
ま
九
た
座
敷
で
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
。
ま
た
冬
場
と
も

な
九
ば
、
旅
人
に
熱
い
粥
一
椀
、
牛
鳥
に
は
小
椅
一
杯
の

か
い
ば

詞
葉
か
施
さ
札
た
。
温
か
な
接
待
に
励
ま
さ
れ
峠
を
越

え
る
入
鳥
は
湯
の
香
漂
う
下
諏
訪
宿
へ
と
急
い
だ
の
で
あ

る
昭

和

五

三

ら

行

わ

「

歴

史

の

道

整

儲

事

業

」

に
よ
っ
て
、
永
代
入
馬
施
行
所
を
は
じ
め
、
和
田
紺
本
陣

や
旅
籠
か
わ
ち
や
（
歴
史
の
道
資
料
館
）
な
ど
か
復
元
整

備
さ
九
、
昭
和
六
二
年
、
国
史
跡
に
指
定
さ

永代人馬施行所（接待）

史跡中山道 和田峠
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土佐街道一野根山街道
（高知県）

至
っ
て
は

‘、ヵ
と
し
て

上
佐
国
内
の
市

さ
九
て
い
る
。

野
梱
山
伍
道
は
、
県
東
部
の

利
町
か
ら
東
洋
町
に
至
る
延
長

km
の
総
称
て
あ
り
、
各
時
代
の

だ
道
で
あ
る
。

現
国
＇

伝
い
の
道
で
あ
る
か
ゆ
え
に

姿
を
と
ど
め
た
貰
重
な
古
道
で
あ
り
、

、と

の

た
尾
根

の
道
に
一
呈

こ
＝
悶
知
県
教
育
委
員
会

／
 

で
き
る
ほ

で

に
お
け
る
土

都
を
結
ぷ
道
か
南
海
道

養
老
二

本
紀
に
こ
の

/9—— ‘̀~ 

七

ま
で
上

国
の
国
府
へ
は
四
国
で
は
阿
波
国
か

で
あ
る
た
め
、
~

¥

A

一
(
i

て
~
l
r尻

が
あ
ま
り
に

阿
波
国
か

上
佐
国
に
入
る
官
道
が
開
か
札
た
と

い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が

屋
敷
闘

の

史

跡

や

か

と

い

う

岩

l
i
J
藩
林
な
ど
自
然
環
境

で
い
る
。

な
か
で
も
f

室こ
↓
、

ナーカ

宿
墨
杉
は
偕
し
く
も

風
品
昭
和
九
年
＇
）
で
倒
壊
し

か
つ
―
J
周
聞

1

人
。
六

m
r

で、

E
K
『ヤ＂バ

の
い
だ
と
言
わ

の
空
洞
は
寝
泊
ま
り

ヽ
~
。

濱
田
員
尚
）

――
 i
J

 

I -
{‘― 

の

に
選
定
さ

て
い
る
。

の
昔
を
し
の
ふ
朝
休
み

＜
 

の
国
府
と

る。

ヽ
‘、、-
J
 

）
 

>,r 

の

往時を想起させる宿屋杉



⑯IRlい合わせ先

福島県紗育委員会文化課 TEL 024-521-7787 

万世大路一栗子峠越
（山形晨ー福島県）

こ
の
道
を

斤
こ

点
木
／

着
工
さ
九
、

直
と
し
て
竣
工
し
た
。

の
明
治
天
皇
を
お
虹
え

し
て
開
通
式
を
行
い
、
一
五

憔
大
路
と
命
名
さ
九
た
。

そ
の

ゞ
―

r
っ

、
カ
ァ
ー
i
“

現
在
の

米
沢
を
結
ふ

路
と
し
て
明
治
一

0
年
に

^

E

.

-

r

'

 

一

寸

こ

h'
胴
祠

-

L

!

ノ

!

>

[

[

;

"

___ 
’
 

昭
和
八
年
に
改
修
工
声
手

、
四

0
年
代
初
め
ま
で

線
道
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、

1

1

^

-

綜
道
路
は
そ
ち
ら
に
移
り

r

に
こ
ぱ
日
首
て
4

ノ
上

lu
／
！
ー
＇
、
］
力

に
選
定
さ
れ
た
。

「
歴
史
の
道
百
選
」

大
滝
宿
跡
へ
は
、

中
野
の

、
A

0
力
f
つ

で
国
道
一
三 -

0
月
に
は

I ・つ
v ¥--

が
開
通
し
て
八

術
島
市
飯
坂
町

の
ド
に
出
て
旧
道
に
入
リ
西
に
向

J
I
に
か
か
る
大
滝
橋
か

オ
本
元
治
）

福
島
県
教
育
委
員
会
文
化
課

〈

専

門

文

化

財

主

査

二
号
西
川「,

の こ
1

(

 

4

っ
し
て
、
る
。

i
ャ
？
ア
ー

l
>

、
、

,
¥
-
し
,
J

3
 

に
で
る
＂

の
西
の
、

ヽ
．
ゞ
｀
，

し
る
カ

と
な
っ
て
い
る
。

口
道

も
と
に
は
昭
和
初
期
の

A

っ

か

で
あ
る
。

碑ひ
。の
灯与た

る
と
左
手まつ

で
あ
る
山
神
初
社
が
祀

さ
ら
に
道
を
西
に
進

込
む
い
ら

天
皇
鳳
罵
蹟
碑
」

こ
の
閣
か

r

、9
0

L
＃
め
る

西
川

り
西
は
国
道
一
三
門
大
滝
第
一
―

ト
ン
不
几
の
西
に
出
る
ま
で
続
い
て

現
在
は
薮
化
し
て
お
り
、

時
折
山
業
。
貰
取
の
人
か
通
る
の
み

万世大路大滝宿跡入口
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政
治
の
中
心
が
鎌
倉
に
置
か
れ
、
鎌
倉
へ
の
往
来
が
盛

ん
に
な
る
と
、
鎌
倉
と
地
方
を
結
ぶ
道
が
重
要
な
交
通
路

と
し
て
発
達
し
た
。
こ
れ
を
鎌
倉
街
道
と
い
う
。
鎌
倉
街

道
と
呼
ば
れ
る
道
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
名
称
は
近
世

に

成

立

し

た

も

の

で

あ

る

。

．

中
世
に
も
鎌
倉
へ
向
か
う
道
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
『
吾
妻
鏡
』
、
『
梅
松
論
』
、
『
太
平
記
』
な
ど
の

史
料
か
ら
、
鎌
倉
か
ら
北
へ
向
か
う
「
上
道
」
、
「
中

道
」
、
「
下
道
」
と
呼
ば
れ
る
道
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
南
端
は
鎌
倉
で
あ
る
が
北
端
は
は
っ
き
り
し
な

い
。
埼
玉
県
内
の
ほ
ぼ
中
央
を
通
過
す
る
「
上
道
」
は
、

群
馬
県
藤
岡
市
か
ら
埼
玉
県
神
川
町
に
入
り
、
寄
居
町
、

ら

ん

ざ

ん

も

ろ

や

ま

嵐
山
町
、
毛
呂
山
町
、
狭
山
市
、
所
沢
市
、
東
京
都
府
中

市
を
経
て
鎌
倉
へ
向
か
う
。
特
に
「
上
道
」
は
道
の
遺
構

や
城
館
跡
、
神
社
仏
閣
、
板
石
塔
婆
、
井
戸
跡
、
古
戦
場

な
ど
多
く
の
文
化
遺
産
を
残
し
て
い
る
。

ひ
と
た
び
鎌
倉
に
異
変
が
お
き
る
と
、
武
士
た
ち
は
武

は

装
し
て
鎌
倉
街
道
を
通
っ
て
鎌
倉
に
馳
せ
参
じ
た
。
「
い
ざ
は
た
け

鎌
倉
」
で
あ
る
。
鎌
倉
街
道
は
武
蔵
武
士
を
代
表
す
る
畠

や

ま

し

げ

た

だ

え

い

こ

せ

い

す

い

山
重
忠
を
は
じ
め
、
多
く
の
武
将
た
ち
が
栄
枯
盛
衰
の
物

語
を
刻
み
つ
け
た
道
で
あ
っ
た
。

し
か
し
近
世
に
お
け
る
五
街
道
の
整
備
と
と
も
に
、
鎌

倉
街
道
の
多
く
は
幹
線
道
路
と
し
て
の
使
命
を
終
え
、
多

く
は
農
道
や
林
道
、
田
畑
、
山
林
に
改
変
さ
れ
た
。

（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
文
化
財
保
護
課

民
俗
文
化
財
・
記
念
物
担
当

宮

昌
之
）

鎌
倉
街
道
—
上
道

狭山市北入曽の「七曲井」、

建仁 2年 (1202) と伝える



課
日
只文会員委
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ふ
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島
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TEL 0852-22-5879 

銀山街道
（島根票） 行

く

こ
の
道
を

一
六
世
紀
後
半
、
最
初
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
石
見

銀
山
の
争
奪
を
巡
り
、
尼
子
、
毛
利
、
大
内
な
ど
を

は
じ
め
と
す
る
周
辺
の
武
将
た
ち
は
激
し
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
た
。
ま
た
、
同
時
に
こ
の
時
期
が
「
大
航

海
時
代
」
で
も
あ
っ
た
た
め
に
、
石
見
銀
山
の
銀
は

世
界
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

石
見
銀
山
で
培
わ
れ
た
「
灰
吹
法
」
と
い
う
新
し
い

精
錬
技
術
が
、
日
本
の
鉱
山
開
発
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

銀
山
街
道
は
、
銀
の
積
出
港
で
あ
っ
た
と
も
言
わ

ゆ

の

つ

れ
る
温
泉
津
と
石
見
銀
山
を
結
ぶ
街
道
で
あ
る
。
最

盛
期
の
慶
長
ー
寛
永
期
（
一
七
世
紀
前
半
）
に
は
、

銀
山
内
に
数
万
人
の
人
日
を
掩
し
て
い
た
と
推
定
さ
'

れ
て
お
り
、
大
正
時
代
に
閉
山
す
る
ま
で
の
お
よ
そ

四
0
0
年
間
、
大
量
の
物
資
が
こ
こ
を
通
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
現
在
で
も
、
標
高
四

0
0
m
近
く
の
険
し

ご
う
ろ
ざ
か

い
降
路
坂
を
超
え
る
お
よ
そ
一

0
k
m
の
道
中
に
は
、

石
畳
や
道
標
を
は
じ
め
、
五

0
0
を
越
え
る
間
歩
（
坑

道
）
、
城
跡
、
「
金
柄
杓
の
泉
」
と
呼
ば
れ
る
泉
、
番

所
等
が
点
在
し
、
往
時
の
姿
を
良
好
に
保
存
し
て
い

る
。
ま
た
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
て
い
る
大
森
・
銀
山
の
街
並
み
な
ど
に
、
銀

こ

ろ

山
が
繁
栄
し
て
い
た
頃
の
面
影
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
島
根
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課
主
幹
若
槻
真
治
）

旅人たちののどを潤した金柄杓の泉



鬱I}{1い合わせ先

汎噂口県教育委員会文化課

め

る

。

塁
国
＇
虚

＇ 

の

TEL098-866-2731 

し

ょ

う

し

し

ょ

う

I

i

っ

ー

一

琉

球

王

国

で

は

第

一

尚

氏

王

統

の

尚

一
四
一1

一
~
ー
三
几
年
）
の
[
‘

が

し

か

れ

て

い

た

と

い

う

。

二

尚

氏

時

代

に

は

、

そ

し

て

一

塁

に

通

ず

る

」
国

頭

：

中

頭

方

西

海

道

は

街

道

」

の

．

つ

で

叩

叩

を

経

て

、

と

西

海

岸

沿

い

に

北

上

す

る

主

要

道

は

、

文

化

庁

、

沖

縄

児

の

補

助

も

恩

納

村

で

「

歴

史

の

道

」

が

進

ん

で

い

る

。

公
在
位
⑳

で

に

道

里

制

や

駅

制
芦

民

紀

後

半

以

後

べ

て

の

直

か

ょ

う

に

な

っ

て

い

た

。

か

ら

延

び

る

「

五

ざ

お

ん

な

な

き

じ

ん

山

、

恩

円

r

手
・
コ
呵
一

斎

ノ

で

あ

っ

た

。

現

在

グ）

こ
~J 

と

し

て

保

存

整

備

知

活

用

事

業

納

村

の

の

距

離

に

あ

り

r

指

定

さ

九

て

い

る

美

し

い

な

村

で

あ

る

e

ま

た

国

指

定

史

跡

ま
ん
ざ
も
う

定

名

勝

「

万

座

毛

」

な

ど

⑦

文

化

恩

納

村

の

「

歴

史

の

道

」

は

平

事

業

が

終

了

し

た

。

現

在

は

仲

泊

里

塚

ま

で

の

間

約

三

。

五

kmか
｀

な

ど

の

事

業

に

活

用

さ

れ

て

い

る

。

｝

ラ

ト

ネ

リ

コ

な

ど

南

田

独

特

の

植

物

に

印

度

で

俣

存

修

理

R
 中

リ

ゾ

ー

ト

ホ

テ

ル

で

有

名

遺

跡

」

や

県

指

、。
9
イ

方西海道

恩

納

村

は

那

覇

市

か

3
a
 
）
 

9

5
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の

は

固

頭

0) 

こ
の
道
を

恩

／
＼
こ
~,' 

が
み

嬉I

な
か

が
み

干
6

、
?

i~ 

ヽ

さ
し

か
しー

ど
う

山田谷川（さくかわ）の石紅



●問い合わせ先

山梨県教育委員会学術文化財課 TEL 055-223-1791 

＇阿よ悶 Iは皇山道
こ
の
道
を

芹
2
<

富
±
上
口
EBll
登
山
道

ひ

富
士
山
は
そ
の
優
美
な
姿
で
多
く
の
観
光
登
山
者
を
惹
き

付
け
る
「
観
光
の
山
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

れ
い
ざ
ん

一
方
で
富
士
山
の
歴
史
、
特
に
神
仏
の
宿
る
神
聖
な
霊
山
と

あ
が

し
て
古
来
か
ら
崇
め
ら
れ
て
き
た
「
信
仰
の
山
」
と
し
て
の

長
い
歴
史
が
あ
る
こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
富
士
吉
田
口
登
山
道
は
、
富
士
吉
田
市

か

な

ど

り

い

く

す

し

金
鳥
居
か
ら
富
士
山
項
に
鎮
座
す
る
久
須
志
神
社
に
至
る
約

一
八
・
五
km
を
指
し
、
古
代
末
以
降
に
見
ら
れ
る
富
士
山
へ

の
入
山
信
仰
（
特
に
江
戸
期
に
降
盛
し
た
「
富
士
講
お
山
参

り
」
）
の
主
要
な
ル
ー
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
続
け
た
道
で
あ

る
。
し
か
し
、
昭
和
三
九
年
に
富
士
山
有
料
自
動
車
道
が
開

設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
道
の
そ
れ
ま
で
の
活
況
は

影
を
潜
め
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
沿
道
に
遺
さ
れ
た
石
造

物
や
施
設
な
ど
は
長
い
富
士
山
信
仰
の
歴
史
の
証
し
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
平
成
八
年
に
は
「
文
化
庁
歴
史
の
道
百
選
」

に
選
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
選
定
を
契
機
に

富
士
吉
田
市
で
は
整
備
事
業
を
計
画
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、

沿
道
の
文
化
財
整
備
や
道
の
補
修
な
ど
の
事
業
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
る
。
整
備
さ
れ
た
道
に
は
、
自
動
車
登
山
で
は

味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
富
士
山
の
歴
史
や
豊
富
な
自
然
環

境
を
求
め
る
人
々
の
姿
が
次
第
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
山
梨
県
埋
蔵

↑
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
任
文
化
財
主
事

森
原
明
廣
）

整備の進む富士吉田口登山道

了整備された馬返し地点の石鳥居



、開い合わせ先

山形県教育委員会文化財課 TEL023-630-2880 

＇巴児聾：金山峠越

こ
の
道
を
行
く

む
つ
の
く
に
こ
お
り
お
う
し
ゅ
う
か
い
ど
う

羽
州
街
道
は
陸
奥
国
桑
折
で
奥
州
街
道
か
ら
分
か
れ
、

し
ち
が
し
ゅ
く

山
中
七
つ
の
宿
（
宮
城
県
七
ケ
宿
町
）
を
経
て
、
当
時
難

で
わ
の
く
に

所
で
知
ら
れ
た
金
山
峠
を
越
え
る
と
出
羽
国
に
入
る
。

江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
金
山
峠
は
道
輻
も
狭
く
足
場
も

か

ご

さ

ん

き

ん

こ

う

た

い

悪
か
っ
た
た
め
、
馬
や
駕
籠
を
利
用
す
る
参
勤
交
代
の
行

列
の
通
行
に
は
適
さ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
明
暦
二
年
（
一

か

み

の

や

ま

と

き

よ

り

ゆ

き

六
五
六
）
、
上
山
藩
主
土
岐
頼
行
に
よ
り
大
改
修
が
行
わ

れ
る
と
金
山
峠
を
通
る
大
名
も
年
々
増
え
、
庄
内
藩
主
酒

井
氏
や
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
な
ど
日
本
海
側
諸
大
名
の
参
勤

交
代
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

峠
の
北
の
上
り
口
に
位
置
す
る
金
山
郷
は
、
出
羽
国
南

な

ら

げ

し

ゅ

く

あ

い

し

ゅ

く

端
の
宿
場
楢
下
宿
と
陸
奥
国
湯
の
原
宿
の
間
の
宿
と
し
て

に

ぎ

で

わ

さ

ん

賑
わ
い
を
み
せ
、
元
禄
期
に
は
既
に
参
勤
交
代
や
出
羽
三

ざ
ん
ま
い

山
詣
り
の
旅
人
の
交
通
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、

る
と
、

明
治
に
な
っ
て
新
道
が
作
ら
れ
鉄
道
が
で
き

旧
来
の
峠
道
は
行
き
交
う
人
々
も
な
く
急
激
に
す

た
れ
て
い
っ
た
。
道
形
は
草
木
に
覆
わ
れ
、
わ
ず
か
に
残

る
石
碑
や
石
垣
、
石
畳
が
か
つ
て
の
姿
を
伝
え
る
の
み
で

あ
っ
た
が
、
近
年
自
然
歩
道
と
し
て
峠
道
が
整
備
さ
れ
、
し
の

清
々
し
い
川
音
と
美
し
い
木
立
の
中
、
往
事
の
風
情
を
偲

び
な
が
ら
散
策
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

G

山
形
靡
教
育
委
釦
会
文
化
財
評
王
事

う`

か

な

や

ま
m

山
ど
う

ご
え

庄
司
壮
栽
）

整備された木道と鬱蒼と茂る木々。その趣は“羽州路難所”を1方彿とさせる



•問い合わせ先
鹿児島県総追町教育委員会

暑

1墨彗
TEL 0995-65-1553 

・大日筋白銀坂

疇》＞

餞，＿訊，

汀道
＜を

姶
良
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係
・

（

下

鶴

弘

）

主
任
主
査

近
世
の
鹿
児
島
藩
で
は
、
大
隅
半
島
側
を
東
目
、
薩
摩

半
島
側
を
西
目
、
街
道
を
筋
と
呼
ん
で
い
た
。

「
大
口
筋
」
と
は
、
鹿
児
島
城
下
か
ら
重
富
—
帖
佐
ー
加

治
木
ー
横
川
ー
大
ロ
ー
「
亀
坂
峠
」
（
熊
本
県
）
ま
で
の
全

長
約
七
0
k
m
の
街
道
を
さ
す
。
「
鹿
児
島
県
史
」
に
よ
れ

ば
、
「
通
常
、
大
阪
・
江
戸
へ
連
絡
す
る
に
は
、
大
口
筋
と

い
ず
み

出
水
筋
で
は
豊
前
小
倉
に
、
高
岡
筋
で
は
日
向
（
宮
崎
）

細
島
に
出
て
、
と
も
に
そ
れ
よ
り
海
路
を
と
る
」
と
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
白
銀
坂
は
、
姶
良
町
脇
元
か
ら
吉
田
町

牟
礼
ヶ
岡
ま
で
の
峠
の
石
畳
道
で
あ
る
。
山
中
に
は
古
代

に
お
け
る
薩
摩
国
と
大
隅
国
の
国
境
が
走
る
。

白
銀
坂
の
高
低
差
は
三
0
0
m
以
上
あ
り
、
中
腹
に
は

こ
う

七
曲
り
と
呼
ば
れ
る
急
勾
配
の
難
所
が
続
く
。
石
畳
は
今

で
も
昔
の
面
影
を
よ
く
残
し
て
お
り
、
参
勤
交
代
の
行
列

や
名
も
な
き
旅
人
た
ち
の
往
来
が
初
彿
と
し
て
く
る
。

明
治
六
年
の
海
岸
道
開
通
以
来
、
白
銀
坂
は
幹
線
と
し

て
の
使
命
を
終
え
、
長
ら
く
人
々
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い

た
が
、
最
近
「
歴
史
の
道
」
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

姶
良
町
で
は
平
成
八
年
度
か
ら
「
歴
史
の
道
」
整
備
を

開
始
し
、
現
在
約
一
・
三
k
m
の
保
存
修
復
を
終
了
し
て
い

る
。
毎
年
五
月
に
開
催
し
て
い
る
「
歩
き
・
み
・
ふ
れ
る
」

に
ぎ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

ひ

が

し

め

す

じ

東

H
筋． 
大
日
筋
白
銀
坂

；；マ一虚声如・―

~．一. -
「歩き・み・ふれる歴史の道一大口筋」鹿児島城か

ら白銀坂まで16kmを77名が踏破した。（平成11年

5月）

保存修復した石道



？開い合わせ先

山口県教育委員会文化財保護課 TEL 0839-33-4655 

間閏街道ー中
（山口県）

岱 雲雀峠越
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，如・

ヽ

（
山
口
県
文
化
財
保
護
課
文
化
財
専
門
畠
山
崎
一
郎
）

赤
間
関
街
道
は
、

関）

の

＝

そ

の

左
傭
に
は
「
美
祢
耶
赤
郷
村
」
と

長
州
藩
の

‘
中
道
筋

い
う
二
づ
の
几
ー
ト
が
あ
っ
た
。

萩
か
ら
明
本
（
旭
村
）
、
絵
堂
（
美
京
町
）
、
証
秋
芳

町
）
、
大
嶺
（
美
祢
市
）
f
吉
田
（
下
関
市
）
て
赤
間

関
に
至
る
最
も
東
側
の
ル
ー
ト
に
当
た
る
。
北
追
筋
＇
北

浦
道
筋
の
場
合
、
街
逗
沿
い
に
俵
山
＄
川
棚
と
い
『
た
温

た
い
ね
い
じ

泉
場
や
観
光
名
所
と
し
て
の
古
刹
大
寧
寿
な
ど
が
あ
り
、

藩
主
の
湯
治
や
庶
民
の
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
r

中
道
筋
は
、
最
短
距
離
で
萩

ー
赤
間
関
を
つ
な
ぐ
藩
の
屯
要
道
と
し
て
設
定
さ
九
て
お

り
、
公
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
道
て
あ
っ
た
。

中
道
筋
に
あ
る
雲
雀
峠
は
、
萩
か
ら
美
東
町
に
至
る
県

道
沿
い
に
あ
り
、
美
東
町
と
旭
村
の
境
に
当
た
る
。
県
道

脇
に
は
、
そ
こ
が
か
つ
て
の
阿
武
郡
と
美
称
郡
の
境
で
あ

っ

た

こ

と

を

示

す

が

は

高

さ

八

o

c

m

程

の

「

阿

武

郡

明

木

村

」

、

れ

て

い

る。

を
つ

中
逼
筋
の
う
ち
、

美
東
町
か
ら
秋
芳
町
に
至
る
区
間
は

「
文
化
庁
歴
史
の
道
百
遠
」
に

そ
の
起
点
に
あ
た
る
。

こ
ご

,1

p
_9~ 

札
て
お
り
、

雲
雀
峠
は

‘ 』、、一

の

全，

ヵ`

せ
さ

か
9, ¥ 

赤
間
関
（
下

き
た
う
ら
み
ち
す
じ

北
浦
道
筋
と

喜
督
哀
屋

心
9,1ふ

雲雀埠に残る郡塚



0問い合わせ先

勝山市教育委員会生涯学習課 TEL 0779-88-1 I I I 

＇鱈輝定道
こ
の
道
を
行
く

尾根上に残る白山禅定道（白山伏拝付近。

正面は白山）。

は

く

さ

ん

ぜ

ん

じ

ょ

う

ど

う

白
山
禅
定
道

（
標
高

福
井
、
石
川
、
岐
阜
の
三
県
に
ま
た
が
る
白
山

二
七

0
二
m

)

は
、
古
来
か
ら
神
々
の
宿
る
聖
な
る
山
と

し
て
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。

白
山
が
開
か
れ
た
の
は
養
老
元
年
（
七
一
七
）
で
、
越

た

い

ち

ょ

う

と

う

は

い

ど

う

前
の
僧
泰
澄
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
白
山
登
拝
道
で
あ
る
禅

定
道
は
、
天
長
九
年
（
八
三
二
）
に
白
山
を
と
り
ま
く
三

方
か
ら
開
か
れ
た
と
い
う
。
そ
の
三
方
と
は
、
越
前
国
で

へ

い

せ

ん

じ

ほ

ん

ぐ

う

は
平
泉
寺
（
勝
山
市
）
、
加
賀
国
で
は
白
山
本
宮
（
鶴
来

な
が
た
き
じ

町
）
、
美
濃
国
で
は
長
滝
寺
（
白
鳥
町
）
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
も
越
前
側
の
白
山
禅
定
道
は
、
泰
澄
が
白
山

を
開
く
に
際
し
登
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
道
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
起
点
と
し
て
の
平
泉
寺
は
、
白
山
へ
の
信
仰
を
背
景

に
古
代
か
ら
中
世
後
期
に
か
け
て
北
陸
最
大
規
模
の
宗
教

勢
力
に
成
長
し
た
。
し
か
し
、
天
正
二
年
(
-
五
七
四
）
、

一
向
一
揆
に
よ
り
焼
亡
、
白
山
禅
定
道
も
廃
道
に
な
っ
た
。

こ
の
白
山
禅
定
道
は
、
全
長
約
五
五
km
。
人
々
は
、
ニ

泊
三
日
の
行
程
で
白
山
の
項
上
に
達
し
た
と
い
う
。
今
も
、

む
ろ
あ
と

道
の
各
所
に
は
、
宿
泊
所
や
行
場
を
兼
ね
た
室
跡
な
ど
が

残
る
。現
在
、
禅
定
道
の
所
々
に
崩
壊
部
分
が
あ
る
た
め
、
登

ふ
し
お
が
み

山
可
能
区
間
は
平
泉
寺
か
ら
白
山
伏
拝
ま
で
の
約
―
二

km
、
市
ノ
瀬
か
ら
白
山
項
上
ま
で
の
約
一
六
km
と
な
っ
て

い
る
。近年
、

て
お
り
、

加
賀
側
や
美
濃
側
の
白
山
禅
定
道
が
整
備
さ
れ

古
道
か
ら
の
白
山
登
山
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

（
勝
山
市
教
育
委
員
会
学
芸
員
宝
珍
伸
一
郎
）

白山禅定道の起点平泉寺一帯は、

国史跡。近年の調査では、中世の

石畳道が検出されている。
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＇阻讐甘道一蓑ヶ坂・ 長坂
． 高山越

こ
の
道
を
行
く

ま

べ

ち

が

わ

に

の

ヘ

奥
州
街
道
は
馬
淵
川
南
岸
の
釜
沢
集
落
（
岩
手
県
二
戸
市
）

み

の

が

さ

か

さ

ん

の

ヘ

か
ら
沢
を
渡
り
、
蓑
ヶ
坂
（
青
森
県
三
戸
郡
三
戸
町
）
の
難

所
に
か
か
る
。
沢
が
県
境
と
な
っ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に

は
と
も
に
盛
岡
藩
領
だ
っ
た
。
急
坂
は
一
口
に
六
丁
（
六
〇

か

ご

た

て

o
m
余
）
と
い
わ
れ
て
お
り
、
三

0
分
程
で
上
部
の
駕
籠
立

ぱ場
に
着
く
。
道
幅
は
三

m
弱
、
長
年
の
放
置
と
木
材
の
搬
出

の
た
め
道
筋
は
か
な
り
荒
廃
し
、
沢
に
橋
も
な
い
。

駕
籠
立
場
は
旅
人
に
と
っ
て
格
好
な
休
息
場
だ
っ
た
。
広

場
か
ら
馬
淵
川
の
雄
大
な
景
観
が
眺
望
で
き
、
往
時
は
荼
屋

も
あ
っ
た
と
い
う
。
明
治
天
皇
も
明
治
九
・
一
四
年
の
二
度

の
御
巡
幸
の
際
に
休
ま
れ
て
い
る
。
「
明
治
天
皇
陛
下
」
と
記

し
や
が

さ
れ
た
記
念
碑
に
は
、
明
治
九
年
七
月
車
駕
の
後
押
し
を
し

た
一

0
人
の
姓
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
坂
道
の
厳
し
さ
が
し

の
ば
れ
る
。

駕
籠
立
場
か
ら
三
戸
方
向
に
少
し
進
む
と
、
一
里
塚
が
一

対
木
立
の
中
に
残
る
。
蓑
ヶ
坂
の
地
名
は
、
こ
の
塚
か
ら
や

く
ら
ぬ
ま

や
離
れ
た
地
点
に
あ
る
鞍
沼
の
主
が
、
雨
の
日
に
蓑
に
化
け

て
坂
道
に
立
ち
、
こ
れ
を
身
に
つ
け
た
旅
人
を
沼
に
引
き
入

れ
て
殺
し
た
、
と
い
う
伝
説
に
ち
な
む
。

現
在
の
国
道
は
馬
淵
川
の
北
側
を
通
り
、
道
路
と
し
て
の

蓑
ヶ
坂
の
生
命
は
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
「
歴
史
の
道
百
選
」

に
選
定
さ
れ
た
後
、
研
究
や
散
策
で
蓑
ヶ
坂
を
訪
れ
、
急
坂

に
尼
跡
を
印
し
歴
史
を
楽
し
む
人
彩
が
増
え
て
い
る
。

盆
目
森
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
佐
藤

仁）

奥
州
街
道
蓑
ヶ
坂

ー霞

蓑ヶ坂 名久井岳と馬淵川を望む

奥州街道蓑ヶ坂の上部

駕籠立場 明治天皇御巡幸の記念

碑（本文記述の碑は右側）のほか

吉田松陰の碑もある。
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＇閲鷹邑冨門糞竺璧喜）
こ
の
道
を
行
く

（
群
馬
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

主
幹
兼
専
門
員

江
戸
日
本
橋
か
ら
、
本
州
中
央
部
を
縦
断
し
て
京
に
至

る
中
山
道
六
十
七
次
の
中
で
も
、
碓
氷
関
所
と
そ
の
奥
に

控
え
る
碓
氷
峠
越
え
は
、
非
常
な
難
所
の
ひ
と
つ
で
あ
っ

た
。
急
坂
を
登
る
坂
本
宿
か
ら
峠
へ
の
道
は
、
自
動
車
道

へ
の
転
換
に
な
じ
ま
な
か
っ
た
の
で
、
非
常
に
良
く
旧
状

を
保
っ
て
い
る
。
主
要
な
街
道
で
あ
っ
た
た
め
、
近
隣
の

峠
道
に
比
べ
て
交
通
量
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

多
く
の
石
造
物
や
伝
承
地
な
ど
の
存
在
が
、
そ
の
こ
と
を

裏
づ
け
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
い
る
。

山
中
に
あ
る
歌
碑
の
ひ
と
つ
に
は
、

「
八
万
三
千
八
三
六
九
三
三
四
七
一
八
二

四
五
十
三
二
四
六
百
四
億
四
六
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
山
道
は
寒
く
寂
し
な
―
つ
家
に
、

夜
毎
身
に
凍
む
百
夜
お
く
霜
」
と
読
む
。
「
一
ツ
家
の
碑
」

と
呼
ば
れ
る
こ
の
碑
な
ど
は
、
疲
れ
た
旅
人
た
ち
の
気
持

ち
を
和
ま
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

中
山
道
の
後
の
峠
越
え
の
足
だ
っ
た
信
越
線
松
井
田
1

軽
井
沢
間
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
「
鉄
道
文
化
村
」
と
し
て
再

生
が
図
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
の
道
と
し
て
の
碓
氷
峠
越
え

も
、
安
中
市
の
「
安
政
の
遠
足
」
や
松
井
田
町
の
「
中
山

道
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
の
よ
う
に
、
沿
線
の
市
町
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
定
着
し
活
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

関
口
功
―
)

中
山
道
ー
碓
j
峠

I,ヽ

こ

ヽ

路傍には数多くの石造物がある

「のぞき」から見た坂本宿
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柳
生
街
道

柳生街道一‘滝坂の道”

柳
生
街
道
は
、
奈
良
と
剣
豪
の
里
柳
生
を
結
ぶ
近

道
と
し
て
江
戸
時
代
に
開
か
れ
、
今
は
、
東
海
自
然

歩
道
と
し
て
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

奈
良
の
街
並
の
東
端
、
破
石
町
バ
ス
停
か
ら
新
薬

師
寺
に
通
じ
る
旧
道
を
進
む
と
、
や
が
て
石
畳
の
道

が
現
れ
る
。
左
手
に
は
能
登
川
が
流
れ
、
昼
な
お
暗

い
原
生
林
は
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
静
寂
を
破
る
滝
坂

の
道
と
な
る
。

こ
の
あ
た
り
は
、
知
勾

”
B
V
記
叩
‘
配
ぼ
似
5
高

あ

さ

ひ

か

ん

の

ん

く

ぴ

き

じ

ぞ

う

さ
が
五

m
も
あ
る
朝
日
観
音
、
首
切
り
地
蔵
な
ど
石

仏
群
が
続
く
。
こ
こ
か
ら
道
は
二
つ
に
別
れ
、
右
は
、

し

ん

い

け

じ

ご

く

だ

に

せ

つ

く

つ

ぶ

つ

新
池
か
ら
地
獄
谷
石
窟
仏
（
史
跡
）
に
至
り
、
左
は

か
す
が
や
ま
せ
つ
く
つ
ぶ
つ

春
日
山
石
窟
仏
（
史
跡
）
へ
と
続
く
。
や
が
て
二
つ

た
ど

の
道
は
合
流
し
、
細
い
山
道
を
辿
っ
て
峠
の
茶
屋
に

至
る
。
こ
こ
で
は
武
芸
帳
や
槍
な
ど
が
展
示
さ
れ
往せ

時
を
初
彿
と
さ
せ
て
く
れ
る
。
茶
屋
を
過
ぎ
る
と
誓

生
応
‘
ざ
翫
‘
翠
駅
皿
と
集
落
が
続
く
。
こ
れ
ら

は
、
イ
ン
ド
の
五
山
に
由
来
す
る
地
名
と
言
わ
れ
て

い
る
。やが
て
、

迎
え
て
く
れ
る
。

（
名
勝
）

県
道
を
越
え
て
浄
土
式
庭
園

に
ん
に
く
せ
ん
え
ん
じ
よ
う
じ

で
知
ら
れ
る
忍
辱
山
円
城
寺
に
至
る
。

大
柳
生
に
入
る
と
、
幻
虹
配
叫
I
J
耐
祖
を
経
て
、

や
が
て
柳
生
の
里
に
着
く
と
、
十
兵
衛
杉
、
家
老
屋

敷
、
陣
屋
跡
、
報
徳
禅
寺
な
ど
、
か
つ
て
の
柳
生
藩

し
の

時
代
を
偲
ば
せ
る
建
造
物
や
遺
跡
が
訪
れ
る
人
々
を

,
i
,
'
量
―
,
'
—
ー
（
い
い
い
[
,
'
，
：

H
,

保
存
，
＇
い
い
'
’
·
·
·
一
(


	文部時報 連載 この道を行く
	1472号 東海道ー箱根旧街道（神奈川・静岡）
	1473号 日光杉並木街道（栃木）
	1474号 熊野参詣道（三重・和歌山） 
	1475号 菊池川水運（熊本）
	1476号 出羽・仙台街道（宮城・山形）
	1477号 福山街道（北海道）
	1478号 宮津街道ー普甲峠越え（京都）
	1479号 中山道ー和田峠（長野）
	1480号 土佐街道ー野根山街道（高知）
	1481号 万世大路ー栗子峠越（山形・福島）
	1483号 鎌倉街道ー上道（埼玉）
	1485号 銀山街道（島根）
	1486号 国頭・中頭方西海道（沖縄）
	1488号 富士吉田口登山道（山梨）
	1490号 羽州街道ー金山峠越（山形・宮城）
	1491号 東目筋・大口筋白銀坂（鹿児島）
	1492号 赤間関街道ー中道筋・雲雀垰越（山口）
	1493号 白山禅定道（福井）
	1494号 奥州街道ー蓑ヶ坂・長坂・高山越（青森）
	1495号 中山道ー碓氷峠越え（群馬・長野）
	1497号 柳生街道（奈良）




